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小さ な 頃 から 興 味 のあ った コン ピ ュータ 。

情 報 の 分 野 へと 進 路 を 決 め たの は、

高３の 夏 。

子どもの頃 からコンピュータが身 近 にあり､当 た

り前 のように 使って きました｡ い つ の 頃 からか 、｢

ボタンひ とつ 押 せ ば 何で もできるな んて すごい

な､自 分もいつ か､そんなものが作 れたら楽しい だ

ろうな｣と思うようになっていました。

ただ､ 興味 がそこに限 定されてい たわけではな

く､化 学 に魅 かれ たり､燃 料 電 池 に興 味を持った

りしか時 期もありましたO 情 報 の分 野 に進 もうと心

が決まっだのは､ 高3 の夏 でしたね。

プロ グ ラミ ン グ の 楽しさ に目 覚 め 、

没 頭 した４年 間

僕 が専 攻しているの は､ソフトウェアなどのプロ

グラムを作るプロセスや 技 術を学 ぶコ ース｡算 数

で 言う｢1 ＋1 ＝2｣ のようなところから始まり､2 年

次までに基 礎を積 み上 げて､3 年生 では 少し難し

いプログラムに挑 戦 できるまで になります。
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ところで､プログラムを作る際 には､ 目的を設定

した上 で､戦 略 を練り､プログラミングしていくので

すが､ 僕 にはこの 作 業 がとても楽しかったO 例え

ば､ この 方 針でやってみようと打ち込 むと､これで

はダメだとコンピュータに怒られたりする｡じゃあ違

う方 針 でと､ すぐ に方 向 転 換してまた打 ち込 む 。

まるでコンピュータと会 話しているような感じで 進

めていくのがプログラミングです｡ こうして 試 行 錯

誤を繰り返し､上 手く行ったときには達 成 感を味

わえますし､ 例え失敗してもその過 程自 体 に楽し

さがあって､ 時 間を忘 れて夢 中になってしまう｡学

科 専 用のＰＣ室 で没 頭したお かげで､ 応 用力 も

身 につきました。

| 卒 業 後 は 大 学 院 へ 進 み､ 将 来 は 学び を　

活 かして､ 生 活 を 快 適 に する など 、

人 の た め にな るシ ス テ ムを 作 れ たらと

思 って い ま す 。

一 時 は就 職も考えましたが､就 職 活 動をするな

かで､もっと勉 強してから社 会に出 た方 が学んだこ

とを活 かすことができるのではないかという思いが

強くなり､大 学 院へ の進 学を決 めました｡現 在は 、

所属 する安 藤研 究 室で､安 藤英 俊先 生 の指 導を

受 けながら､卒業 研 究として､ 医学 部口 腔 外科 の

方と共 同で､ 口 腔 扁 平 上 皮ガンの 悪性 度を画 像

で 判断 するソフトの 製作に取り組んでいますO

コンピュータグラフィック(ＣＧ) への 漠 然 とした

興味 から選んだ安 藤 研究 室で､ＣＧにも様々な活

用 分 野があると知 る 一方 で､ＣＧがす べてで はな

い なあとも感じるようになった頃､ 機 械 学習と出 会

い ました｡機 械学 習とは､ 人 間の 学 習 能 力と同じ

ような 力をコンピュータに 持 たせ ようとする研 究

で､ 実 現され れ ば､ コンピュータの 活 用 範 囲が 飛

躍 的 に広 がります｡ 今 取り組 んでい る卒 業 研 究

にも､この機 械 学 習の 要 素が 多 分に 含まれてい

るので すが､ 大 学 院ではさらに広く深く研 究し､ 将

来 は 画 像と機 械 学 習 の 組 み 合 わせ によって 人

の ため になるような技 術 を開 発して 行け たらと

思っています。
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Ｉ “も の づくり”に 魅了 さ れ て …

小 学 生の 頃､ 技 術 職 にあった父 親が､ 職 場 に

連 れて行ってくれたことがありました｡そこにはいろ

んな機 械 や装 置 があり､たくさんの 人が金 属 で何

か 作っていて､ それを見た僕 は､自分も作りたいと

思い ました｡この 体 験 が､もの づくりを志 すように

なった原点 です｡ ですから大 学 選 びの ポイントも、

ものづくりが学 べるところ｡ものづくり実 践 センター

を持つ 山 梨大 学は､ 魅力 的な学 び舎 でした。

| 基 礎 から､製 図､ 加 工ま で 、も の づくりを

学 んだ４年 間。｢ＰＢＬもの づくり実践ゼミ｣で 。

チ ーム で のも のづくりも 体験

機 械 システムエ 学 科 は､ 製 図をしたり､ 図面 に

沿って製 作したりする実 習 的 な授 業 が多く､もの

づくりを基礎 から学 ぶことができました｡なかでも印

象 に 残っているのは､3 年 次 の 後 期に 受 講した｢

ＰＢＬもの づくり実 践 ゼミ｣です｡ ロボットやレーシ

ングカーなどいろいろなものづくりに挑 戦 するプロ
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ジェクトがあるなか､ 僕 が選んだのは､｢ スターリング

エンジンで 動くオリジナルオルゴ ール｣ 。空 気 の 膨

張と圧 縮を利 用して動 力 エネル ギーを生 み 出 す

スターリングエンジンを一 から作り､それを動力とす

るオリジナルオル ゴール の完 成を目指 すもので 、

何年 にもわたって成 果を受 け継ぎながら取り組ん

でいる大きなプロジェクトです｡ 僕 たちは､ 先輩 から

受け 継いだ図 面を元に､ エンジンの 部 品を製 作し

ました｡板 金 からピストンや クランクなどの部 品を削

り出 すの は大 変でしたが､とても楽しかった｡ 完 成

に向け､ 計画を立 ててそれに沿って加 工を行い 、

チームでものづくりに取り組 むという貴 重な経 験も

できました。

| 卒業後は､高い技術を誇る

日本電産サンキョーヘ。

一日も早く一人前の技術者になり、

将来は海外拠点で人のためになるような

物を作りたい。

就職活動を始めたのは､3年次の10月頃｡まず

≒l

はキャリアセンターのセミナーに 参 加して､ 就 職 活

動 のいろはを教えてもらいました｡その後もキャリア

センターにはちょくちょく通って､情 報を集 めてい ま

したね｡ 東 京の 就 活 イベントに参 加 するの は大 変

で すが､ キャリアセンターが 出しているバ スを利 用

す れば 交 通費 が抑 えられるのでおす すめで すよ。ｴﾝﾄﾘｰ

は10 社｡ 同 時 進 行は不 得 意なので､1 社

づ つ取り組 みました｡ 内定 をいただい たのは3 社。

その 中 から､ 豊 富 な 技 術 を誇 る日 本 電 産 サン

キョーに決めました。

今は､ 所 属する占原 研究 室 で卒 業 研究 に取り

組んでいます｡テーマは､マグネシウム合金 の腐 食

挙 動｡ 近い 将 来 マグネシウム合 金の 治 療 器 具を

人 体 内 に使 用 するための 基 礎 研 究 に 当 たりま

す｡ものづくりとは直 接 関係ありませんが､とても興

味 深い 研 究です。

卒業 後は 長野 に戻り､日本電 産 サンキョーで､も

のづくりに携 わります｡ ずっと口指してきた道なの

で､今 からワクワクしています。
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プロジェクト

山 梨 大学 工学 部で は､ 研 究室 への 配属 を４年 次 からとして いま すが､｢ も っと 早

くから研 究活 動を 行い たい｣ という意欲 のある 学生には､ １年 次 後期より所属で き

る｢ キャリア ハウス｣ を用 意してい ます 。｢サウンド ハウスＯＴＯ｣ に所属 する佐々 木

文 乃さ ん( 情 報メカトロ ニクス 学科３年) と､ 深潭 佐 歩さ ん( 先 端 材料 理 工 学科３

年) の お二人 に､ キャリア ハウスでの 活 動につい て聞い て みました。

Q: キ ャリア ハ ウ ス つて ど ん な と ころ?

佐 々 木: 私 たち が1 年 の 頃 は､4 部 門17 個

の ハウ刈 現 在 は､4 部 門13 個) があり､それ

ぞ れ に研 究 の 対 象や 範 囲 が設 定され てい

ました｡ 私 が所 属 する｢ サウンドハウスＯＴＯ｣

の 研 究 対 象 は｢ 音JO 音 響と言う大きなくくり

のなかで 研 究 活 動 をされ ている7 名 の 先 生

方 が指 導して 下さい ます 。

深 潭:1 年 の 後 期 から始 まったので す が､ 最

初は所属する6名の学生 全員で先生方か

ら音響の基礎を教えていただき､2年 次から

希望する先生のもとでの学びが始まりまし

た｡私たちは週1 回のペースで西崎 博光先

生の指導を受けながら､音声 認識や 声紋

認証についての研究をしています。

Q: 研 究 内 容 と 進 捗 具 合 は?

佐 々 木: 音声 認 証 に よっ て鍵 を 開け 閉 め

できるシステムを作 ってい ます｡ 人 間 の 声 は

変 化しや すく､また､ 録 音 による再 生 や 真 似

も容 易 なことから､音 声認 証 はまだ実 用 化さ

れてい ない ので すが､ 日常 生 活 の中で 活 用

したいと考 え､このテーマ にしましたO

深 潭: 現 在70 ％位 まで 来て います｡ キャリア

ハウスの活 動 は3 年 生 までO 難しいことも多々

あります が､4月の 初 めに ある 発 表 会 まで に

完 成させようと､急ピッチで進 めています 。

Ｑ: 最 後 に､ キ ャリ ア ハ ウ ス の 感 想 を 。

佐々 木: 学科 の 授 業は 大人 数ということもあ

り受 け 身 になりがちでしたが､この 活 動 を通

して 知 識 や技 能 を確 実 に習 得 でき､学 ぶ姿

勢も身 につい た気 がします｡さらに これ に加

えて発 表 などを通じてプレゼンテーションの 勉

強もでき､充 実した時間 を過ご せましたO

深 潭: 専門 とは 全く違う研究 を経 験したこと

で汀 や れ ば できる｣という自 信 が生 まれまし

たO 参 加してい なけ れ ば 出 会 うこともな かっ

ただろう先 生 や 友 達 とも親しくな れ たのも、

嬉しい 収 穫 で すO この 経 験を 糧に､ 卒 業 研

究 にも前 向きに取 り組 めそうで す 。

左から､佐々木さん 深潭さん

コンピュータと鍵をつなぎ､音声認証システムを構築中｡目指しているのは特定の人間の特定の言葉に反応するシステム

だが､声には揺らぎがあるため､完全な一致は難しい｡どこまで一緒なら一致と見なすか､いろいろな声を集め､試し､データ

を取りながら､検証を進めている｡構築したシステムは､最終的には小さな回路にしてカギにつなぐのだという。

工学部就職内定状況
い

平成２６年度のおもな進路内定先
）

学部卒業予定者数：１１０

就11名数：６２　進学者数: ３３ そ の 他：１５
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ア ス モ

ア ル プ ス 技 研

い す 哨 勣 車

オ ー テ ッ ク メ カ ニ カ ル

ク オ リ サ イト テ ク ノ ロ ジ ー

サ カ エ 金 型 工 業

サ ン ゴ ー ル

シ チ ズ ン･ シ ス テ ム ズ

シチズン 時 計マ ニファクチャリン グ

ス カ イ マ ー ク

ス ズ キ

ス マ ー ト イ ン プ リ メ ン ト

スリ ー ボン ドホ ー ル デ･イン グ ス

セ イ コ ー エ プ ソ ン

デ ン ソ ー テ ク ノ

ニ ス カ

ビ ア メ カ ニ ク ス

フ ４－ ラ ム エ ン ジ ニ ア リン グ

プ ロ グレ ス･ テ クノ ロ ジ ーズ

マ キ タ

ミ マ キ エ ン ジ ニ ア リ ン グ

メデ俘ｸI μｲﾄｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝ ｽﾞﾔﾏﾊﾓｰﾀｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

や ま び こ

朝 日 工 業 社

加 藤 電 器 製 作 所

小 糸 製 作 所

三 明 機 工

静 甲

新 晃 プ ラ ント

新 東 亜 公 易

多 摩 川 精 機

東 海 旅 客 鉄 道

中 菱 エ ン ジ ニ ア リ ン グ

南 部 化 成

日 信 工 業

ｎ 太 白 融 趣 Ｔ

日本電 産サンキョー

日本ビニロン

菱 機工業

日 立 空 調SE

日 立 工 槻

富 士 重 工

富 士 電 機

文 理 学 院

平 和

前 田 工 業

三 菱 自 動 車 エ ン ジ ニ ア リン グ

山 梨 県 教 員

神 栖 市

静 岡 市

山 梨 大 学( 技 術 職 員)

■進学等
山梨大学大学院

東京大学大学院

学部卒業予定者数:71
就職者数：５９　進学者数：１２

ケ イ ・ エ ム 調 査 設 計

ｼﾞｪｲｱｰﾙ 東 日本 コンサ ルタンツ

セ ン トラ ル コ ン サ ル タ ント

ハ ヤ テ 測 量

フ ジ ヤ マ

サ ン ポ ー

天 野 工 業

大 林 組

東 洋 コ ン サ ル タ ント

建 設 技 術 セ ン タ ー

静 岡 コ ン サ ル タ ント

新 栄 住 宅

鈴 与 建 設

大 成 建 設

東 海 旅 客 鉄 道

東 京 コ ン サ ル タ ン ツ

内 藤 ハウス

中日本ﾊｲｳｪｲ Ｉﾝ ｼﾞﾆｱﾘﾝ ｸﾞ

矢 作 建設工 業

化工倣プラント環境エンジ

建設技 術研 究所

富 士エンジニアリング

首都高メンテナンス西東京

真柄 建設

西松 建設

第一 建設工 業

B劉1全ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ&1ﾝｼﾞﾆｱIルグ

ハ千代 エンジニヤリング

鈴中工 業

千葉 県

山梨 県

岐阜 県

中野区

大島町

志木市

山梨市

須坂市

上越市

藤枝市

碧南市

津島市
四日市市

山梨県警察
愛知県警察

東京消防庁

■進学等

山梨大学大学院

･ ゞ

1年次から指導教官のもとで

研究活動を行える

キャリアハウスプロジェクト



工 学 系 学 生 の 活 躍 ２０１４.1~２０１４.1２

y　1月 大丸 祥平　 工学部機械システムエ学科４年

学生優秀発表賞

第45回応力･ひずみ測定と強度評価シンポジウム

3月 嶋田 浩希　 大学院組込み型統合システム開発教育プログラム2年

大会学生奨励賞

情報処理学会第76回全国大会

萩原 智哉　 大学院修士課程電気電子システムエ学専攻2 年

学生奨励賞

電子情報通信学会エレクトロニクスソサイエティ大会

小出 渉太　 大学院修士課程コンピュータ･メディアエ学専攻2 年

中野 友文　 工学部コンピュータ･メディアエ学科４年

小園 励地　 工学部コンピュータ･メディアエ学科４年

大会学生奨励賞

情報処理学会第76 回全国大会

稲葉 勇太　 工学部機械システムエ学科４年

ベストペーパー賞

2013 年度自動車技術会関東支部学術研究講演会

5月 布施 宏樹　 大学院修士課程応用化学専攻２年

ＧＳＣポスター賞

第3 回JACI/ＧＳＣシンポジウム

6月LauraTiong　 大学院博士前期課程グリーンエネルギー変換工学専攻2 年

ベストポスター賞

第7 回先進触媒科学技術東京コンファレンス

古屋 貴彦　 大学院博士課程情報機能システムエ学専攻2 年

最優秀論文賞

画像電子学会

阿部 敬由　 大学院修士課程コンピュータ･メディアエ学専攻(2013 年度修了)

西田賞

画像電子学会

／ゝ Ｓ Ｉ Ｉｙ ｙ Ｊ／'／|'ス リ
ー ボ ンド ホ ー ル デ ィン グ ス

セ イ コ ー エ プ ソ ン

デ ン ソ ー テ ク ノ

ニ ス カ

中 菱エンジニ アリング

南 部化成

日憶工 業

日本自動機 工

●進学等
山梨大学大学院
東京大学大学院

東 累 コ ン サ ル タ ン ツ 岐 単 県 山 梨 大 字 大 ７ Ｅ

１ ・

学部卒業予定者数:４８

就職者数：３６　進学者数: ８　そ の 他：４

NTT システム開発浜松支店NTT

ファシリティーズ中央

NTT ファシリティーズ東海

ＹＳＫｅ-ｃｏｍ

アイオス

オギノ

お びなた

コンピュータマインド

コンピュター･テクノロジー

ソフトバンクグループ

タツミ

ネオシステム

ブリンクアップ史

ゆうちよ銀 行

一齢 Ｓ 人μﾓｰﾀｰ ﾎﾟｰﾄ鮭 会

加 取

北 陽 建設

三 建設 工業

静 岡コンピュータサービス

清水銀 行

鈴 建興 業

日本 郵便

日本政 策 金融 公庫

日立ソリューションズ

富士 通ビ一・エス．シー

秀 英予 備校

山梨 中央 銀 行

静銀ビジネスクリエイト

全国農業協同組合連合会

甲斐 市 役所

甲州 市 役所

■進学等

山梨大学大学院

横浜国立大学大学院

学部卒業予定者数：６８

就職者数:31　 進学者数：３２

ＫＥ・ＯＳ マシナリー

ＮＥＣプラットフォームズ

アドソル日進

イースタン

きんでん

シーテック

スマートインプリメント

テ クノアルファ

デ ザインスタジオリル

トーエネック

トーヨーコーケン

トラスト・テック

ニスカ

ヤマト科学

リコージャパン

愛知機械工業

遠藤科学

加藤電器製作所

共信冷熱

静甲

田中精密工業

東洋計器

日本高圧電気

日本電設工業

そ の 他：５

八王 子情 報センター

三菱電機システムサービス

ハ千 代工 業

山梨 市 役所

地方独立行政法人山梨県立

病院罹構山梨県立中央病院

■ 進学等

山梨大学大学院

電気通信大学大学院

学部 卒 業予 定 者数:41

就 職者 数：１９　 進学 者 数：１９

TS メ リ ク ロ ン

ク リ ニ カ ル サ ポ ート

サ ン ・ フ ー ズ

テ ン ヨ 武 田

レ オ パ レ ス21

四 恩 醸 造

全国 馴葉 協同 翻合 連合 会山 梨本留

高 信 化 学

そ の 他：３

日 邦 産 業

沼 津 信 用 金 庫

三 河 商 事

宮 坂 醸 造

山 梨 峡 北 交 通

山 梨県 信 用農 業 協 同 組合 連 合会

山 梨 中 央 銀 行

関 谷 醸 造

鳥居薬品

山梨県
韮崎市
南アルプス市

●進学等
山梨大学大学院

学部卒業予定者数: ５４

就職者数:８　進学者数: ４４　そ の 他 ：２

アスフィール

オギノ

ＡＢＣ

内藤ハウス
南アルプス市消防本部

■進学等

山梨大学大学院

名古屋大学大学院

2015 年2 月１日現在

平成27年度 工学部学年暦(年間予定表)

入　　　　 学　　　　 式 � ４月 ７日( 火)

ガ　 イ　 ダ　 ン　 ス　 等 � ４月　１日( 水) ～ ４月10 日(金)

前　 期　 授　 業　 開　 始 � ４月13 日( 月)

前　 期　 授　 業　 終　了 � ７月31 日( 金)

夏　　 季　　 休　　 業 � ８月　１日( 土) ～ ９月23 日(水) 各学部で定める

秋 季 卒 業 式・修 了 式 � ９月25 日（金）

前　　 期　　 終　　 了 � ９月30 日( 水)

後　　 期　　 開　　 始 �１０月　１日( 木)

開　 学　 記　 念　 日 �１０月　１日( 木)

秋 季 入 学 式（大 学 院） �１０月　１日( 木)

後　 期　 授　 業　 開　 始 �10 月 ２日(金)

大学祭（医学部キャンパス） �10 月23 日（金）～10 月25 日（日）

大学祭（甲府キャンパ ス） �10 月30 日（金）～11 月　１日（日）

冬　　 季　　 休　　 業 �12 月23 日(水) ～ １月 ６日(水) 各学部で定める

後　 期　 授　 業　 終　 了 � ２月 ８日（月）

春　　 季　　 休　　 業 � ２月 ９日(火) ～ ３月31 日(木) 各学部7 める

卒　 業　 式 ・ 修　 了　 式 � ３月23 日(水)

後　　 期　　 終　　 了 � ３月31 日(木)
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